
【請演講師プロフイール】

寺島 実郎 (てらしま じつろう)

(一財)日本総合研究所会長、多摩大学学長。

1970年代、三井物産の調査マンとしてイランの IJPCプロジエクトに

関わり、以来、中束やアメリカで情報収集 。分析活動を続けてきた。

10年にわたるアメリカ勤務を経て日本に帰国後、

企業内シンクタンクとして「三井物産戦略研究所」を立ち上げ、

世界の最前線でビジネスを展開するための知の基盤の構築に力を注ぐ。

「文献とフィールドワーク」をはじめとした、体験に根ざした独自の視点から

国内外の経済、政治、外交、エネルギー政策、宗教と、幅広い分野での

提言を続けている。著書多数。
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017年の展望を語る

詢市寺島実郎

【開会あいさつ 斉藤勁】 今晩は、本日は年末
'こ

も関わらず多数

ご参加いただきまして有難うございます。一般社団法人化し満 3年す
ぎましたが、最近はホームページも若刊充実させてきました。この間

の活動について、本日の講師の寺島実郎先生の資料集と合わせて配布

してあります。

その中でも、今年 4月から寺島先生のご高配もいただき、東京九段

下寺島文庫にて文庫カフェの会を開催してきました。

さて、あと 10日 ほどで今年も終わりを告げ、新たな年を迎えます。
年末年始という機会にこの一年を振り返り、次の一年をどう過ごして

いくのか、しっかり見つめていかなければならないと思います。それ

にしても、現在の内外の社会 。経済を見ると、これからどのような社

会になるのか、なかなか想像が困難な状態です。

超多忙な寺島先生に、何とか日程を確保していただいた講演会です。

私たちの立ち位置、どのように見て、どのように行動しなければなら

ないのか、貴重なご示唆をいただけると思います。安倍首相とロシア

プーチン大統領との会談、 トランプ新大統領との会談が直近でありま
した。これらも含めお話し頂けると思います。終わりに、本日の講演

会開催に際し、神奈川新聞社様、東京新聞社横浜支局様、タウンニュー

ス社の後援をいただきました。御礼を申し上げます。以上、勁草塾を

代表しての挨拶とさせていただきます。
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【講演 寺島実郎】 お手元に私の「時代認識と提言」という資料集
をお配りしましたが、私は経営にしろ個人の生き方にしろ、時代認

識であると言い続けていて、今自分たちが生きている時代を的確に

認識できていなければ、経営だとか個人の生き方が成功するわけは

ないと思っています。資料集は統計の数字がどんどん新 しくなって

いきますから、数字の裏付けのある話しをしたいので年に5～ 6回

切り替えて講義とか講演で使っています。皆さんには2017年 新

年号 。速報版というのをお配りしてお話 しをしていくわけですが、

要するに今年は、大方のメディアや専門家の予測を裏切るような出

来事があつた。たとえばブレグジット(BREXIT)ですね。それから

アメリカの大統領選挙とあい続きまして一体世界はどうなっている

んだという大きな問題意識があると思います。

12月 の初めにロンドンに張りついていて、ブレグジットの関係

者と向き合って、僕自身の見方がどれだけ的確であるかを試してき

ました。その話も含めてお話ししていきますが、齋藤さんとは大変

縁が深くてですね、私が日本に居るときには毎週日1在日に近くの喫

茶店に来られて、小一時間向き合つてお話 しをする事が日課のよう

になってしまいました。かれこれ 7・ 8年は続いているでしょうか。

そのような関係で今日の講演となりました。

私の資料集のなかで、まず世界がどうなっているかという事を読

み固めるために、資料 (6ペ ージ以降 )を 見ていただきたいのです

が、日本国内の足元の経済がどうなっているのかという事で、夏か

ら秋にかけて 1世界を動き回つて飛行機のなかで書いたメモなのです

が、まず欧州の地般変動、ブレグジットについてお話ししましょう。



【英国の EU離脱決定 (BREXIT)に ついて】

(1)イ ギリスの EU離脱については、いろいろな報道がなされ
ていますが、二点だけメディアが触れていない事を述べておきます。

一つ目は、若者とスコットランドはブレグジットに反対 したという

事をお話ししておきたい。 43歳が分岐点だったのですね。 43歳
以上の英国人はイギリスがEUか ら離脱する方にマジョリティをとっ

たのです。ところが、 43歳以下の若者は、イギ リスは EUと い
う枠組みのなかに留まって生きるべきだという側にマジョリティを

とつた。私は2017年 1月 20日 に岩波新書から「シルバー・デ
モクラシー」という本を出すのですが、戦後民主主義を総括する論

稿を新書版でぶつけてみようと思っているのですが、まさに欧州で

はシルバー・デモクラシーのパラドクス (注 :矛盾、意図に反した結

果 )の ような事が起こったのです。というのは、若者が欧州という枠

組みのなかで生きたいという選択をしている、若者の方が未来に対

して責任を共有しているのに、わかりやすく言えば「じいさん 。ば

あさんがよってたかって EUか ら離脱する方向にもっていった」と
いう事です。そこで、なぜこのような事が起こったか。資料にはエ

ラスムス構想という事が書いてありますが、私自身今、教育の現場

に立っていてこの地域にご縁があり、神奈川に地場をもっている多

摩大学の学長をしていますが、羽 l[1空港に流れ出ている多摩川と相

模川に挟まれている地域を広い概念で多摩というように認識を持っ

ていて、まさにこの横浜も多摩に入ってしまうのですが、この地域

の教育にもコミットしている立場なのですが、このエラスムス構想

というのは教育の効果・インパクトなのです。エラスムスというのは、

16世紀欧州の知の巨人といわれたエラスムスの名前に由来する構
想で、EUは この仕組みを20年以上積み上げてきていますけれど
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も、要は大学の単位互換協定なのです。たとえばイギリスの学生は

4年間の学生生活のなかで、たとえばドイツの先生のところで単位

を取つてこようとか、イタリアに行つてとかフランスに行つてとか、

そういう単位を卒業単位として認定 してくれる、単位の相互互換協

定をEUは持っているのです。それをエラスムス構想というのです。

それを20年積み上げていると人間は目を開いていきます。イギリ

スの学生がドイツに行つて勉強し、フランスに行つて勉強している

うちに、やはリイギリスといえども欧州という大きな枠組みのなか

で生きていく方が良いのだという考えを身につけていつた若者が増

えたという効果が、投票行動の分析を見ても感 じます。実は日本は

このエラスムス構想をまねて、キャンパスアジア構想というものを

民主党政権の時に導入しています。約 5年間でしたが、私自身も日

本側のキャンパスアジア構想の委員として、日
。中・韓の大学の単

位互換協定の仕組みづくりに参画しているのです。たつた 10校だ

けがキャンパスアジア構想の実験校として試みています。これに係

わってきた立場として深く考えさせられる事があります。実は 12

月にもソウルでその会議が行われる事になっていたのですが、ちよつ

と'ltし くて 12月 は出られなかったのですが、日本 10校でキヤン

パスアジア構想の トライアルみたいな事をやつているが役に立って

いるのか、率直に言つて理科系の単位互換はうまくいつている。と

ころが社会科学系のプログラムは難 しいなということが本音でし

た。というのは、韓国・中国の学生は近代史において反日教育をす

り込まれています。ところが日本の学生は、というより戦後日本を

生きてきた人間は、概 して近代史がブラック・アウトしているんで

す。そうとうな智恵者と思われる人でさえ、僕は経団連研修の講師

を20年やつていますが、一部上場企業の部長クラスと向き合つて

いますが、残念ながら戦後の日本の社会科学を勉強してきた人間と
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いうのは、高校で日本史で受験するか世界史で受験するかなんてい

う中を生きてきて、仮に日本史を選択 した人でも、縄文・弥生から

幕末あたりで息切れしていますから、後は自習してくれという事に

なります。大学生でこの人は比較的近代史が頭に入っている人でも、

大河 ドラマが好きですとか司馬遠太郎を読んだ事があるという程度

の知見なのです。

ですから近代史について、戦後の日本は真剣に教えなかった、教

えられなかったと言つても良いと思います。教壇に立つ先生は覚悟

が要りますよね。「なぜ戦争になったんだ」とか、そのことについて

本気で考えないままイイ年格好の大人になってしまった。学生の事

をとやかく言えないですね、文科省はキャンパスアジア構想に出て

いく学生に lヵ 月くらいの事前研修をやってですね、近代史を学ん

でから突っ込まないと、とんでもない事になるよという話しをして

いるわけなのですが、事実、ここのハー ドルが高いという事が本音

です。

加えてもうひとつ、これが日本の現実ですという事で、日本のキャ

ンパスアジア構想では、それに参加したいという人が自ら手をあげ

るわけですが、実験校の 10校の中でですね、これ、自J〕 1的に手を

あげるのは女の子だけなんです。男子は少ない、なぜかというと今、

日本の大学では男子学生は、本Ylは我々だったら中|卜 |や中国に国費

で行かせてもらえて、卒業 11位も認定 してくれるなんて言つたら胸

がワクワクするように思うのですが大違い。就職に差しつかえるか

ら行かないというのが日本の現実なんです。日本のキャンパスアジ

ア構想は必ずしも自画自賛できない状況にあるのです。これ、エラ

スムス構想を積み上げる事によって、イギリスの学生は、または

43歳 までの若い人達は欧州に留まろうという判断をしたのだなと
ある種の思いがこみ上げてきます。ジェネレーション・ギャップと

いうのは、今回のアメリカの大統領選挙でもそうなのですね。若い

人ほど、究極の選択でヒラリーが良いとは思わないが、少なくとも

トランプよりはマシでしようという選択をしているのですね、若い

人は。ですから、シルバー・デモクラシーのパラドクスというのは、

非常に重く胸に響きます。

去年の日本の参議院選挙の分析をしていても同じ事が言えます。

どういう意味かというと、老人ほどアベノミクスに拍手を送つてい

る。どうしてかというと金融資産の 7割以 Lは老人が持つているか

ら。高齢者の関心というのは、本来 GPIF(注 :年金積立金管理運用

独立行政法人 )が年金基金を株に突っ込むだとか、日銀の ETF(注 :

上場投資信託 )買いでもって株を高くするなんてことは、見識ある

大人なら「それは間違いだぞ」と言わなければならない。要は株が

高くなる政策ならばなんでも良いからやつてくれという事なのです。

なぜならば高齢者は少々貯金を持つていますから、定期預金などに

預けてもマイナス金利で増えない、楽しみは株が上がる事だと言う

のですね。有価証券の 72%は 高齢者が持つています。ですから本

能的に株が_Lがる政策に拍手が起こるというのは、これが日本でも

起こつているシルバー・デモクラシーのパラドクスなのです。これ

は2017年 2月 に出る私の岩波新書に詳細に解析してあるのでご

覧になれば御納得いただけると思います。

(2)いずれにしてもまず、ブレグジットなのですが、意外に日本

で見失われているジェネレーション・ギャップというポイントがあ

るのですが、もうひとつ、今回ロンドンに行って確信に近い思いで

帰つてきたのがシテイですね。シティというのはロンドンの中心部

半径 1.6kmの範囲にあり、世界の金融センターの柱の一つになっ

ています。ニューヨークのウォールストリー トと並んでロンドンの

シティがまさに金融センターです。問題はイギリスのバイタル産業



というのは、もはや金融のみになったと言つても誇張ではないので

す。どういう話しかというと、イギリスは産業革命のフロントライ

ンに立っていた国で、今も産業のフロントラインに立っていてもの

づくりの基盤をしっかり持っていると思っていると、イギリスのバ

イタル産業はまさに金融政策だけになってしまった。資料ではバイ

タル産業のことに触れていますが、例えば、まるでブラックジョー

クを聞かされるようですが、自動車産業を見たときに、ロールスロ

イスなんて見上げるような産業だったわけですが、そのロールスロ

イスが今どうなっているかというと、BMWの 傘下に入っています。
敗戦国だった ドイッの BMWの 傘下ですよ。我々が若い頃あこが
れともいうブランドのジャガーとか、ランドローバーというブラン

ドもありましたが、それが今、かつてイギリスの植民地であったイ

ンドのタタグループの傘下にあります。冗談みたいな話しですよね。

鉄鋼産業もインドのタタグループの傘下です。原子力産業から何か

ら何まで調べれば調べるほど、ため息が出るくらいユニオンジャッ

クのフラッグが立っている企業がほとんど無いと言つて良いくらい

です。そのイギリスが、なぜ実力以上のポンド高で持ちこたえてい

るかというと、金融なのですね。つまリシティの果たしている役割

です。次に、資料の世界地図を見つめながら、今般、このよ也図を見

つめながらシティの人と話をしてきたわけですが、13S l lで私の未来

先見塾という番組をやっていますが、もし皆さんが見る時間が無く

ても、youtubeで見逃し配信もやっているので、フォローされたら

今日の話は骨格として、この番組は、 lilで あり肉である部分ですの

でノー トをとられたら必ずや役に立つものであろうと確信 していま

す。日本の報道番組、地上波の報道番組などはほとんど瞬間技です。

私もサンデー 。モーニングが控えていますが、「 1分半でコメントし

て下さい」という世界を走っているわけですね。ところがそんなこ
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とでは本質に迫れないことがあるのです。この番組は、本格的なトー

ク番組という事で、一回目は孫正義さんとの対談、先日のユニクロ

の柳井さんとの対談も非常に意味がありました。今週の金 l程 日の番

組は、対談ではなくて、この正月休みに読むべき本という僕の一人

語りでの 1時間というそういう番組なのですが、その次の週は今年

の総括をやるのですが、今、ここに来る前に、BS TBSの月刊寺島

文庫の収録をやっていたのですが、これは今日の話しにも係わるの

です。つまり、2017年 の世界をどう視るかということです。

特に後でも触れることになりますが、来年の切り回として欧米で

議論していると日本とはアングルが違うのです。来年は歴史的に大

変な節日の年だと。どういう意味だというと 1517年 、今から

500年 前にマルチン・ルターの宗教改革が始まりました。その宗

教改革が世界の近代史を変えたというあたりから、世界の構造を

500年 のスパンで視るなんていう構想に付き合わせられます。そ

れから、ちょうど 100年 前の 1917年 がロシア革命、社会主

義という体制がこの世の中に登場してきて 100年 ということです。

その社会主義の挫折が実は今日のパラダイムの展開に大きな意味を

持っているのです。いずれにしても、宗教改革 500年 、社会主義

100年 というアングルが 2017年 を考えるときに俎上に載つて

くるのですが、そのことについて深めたのが今週の± 1翌 日、 24日

の夜の 23時、クリスマス・イブに何とも無粋なことですが、 1時

間の番組ですので興味がある方は録画でもしてご覧になれば今日の

話しの補強になると思います。

話を戻して資料の「ユニオンジャックの矢」というところを見つ

めていただきたいのですが、イギリスを理解するときに、グレート・

ブリテン島とイギリスを重ね合わせただけで考えたならばこの国の

力は見えない。金融力とエンジエアリングカで実力以上の存在感を



持っているのがイギリスだと考えれば良いと思いますが、ここでで

すよ、例えば地図の中に中東の金融センターといわれている UAEの
ドバイという点がありますね、それからインドのバンガロール、こ

れは IT大国化するインドのまさにベース 。キャンプのような街です。

それからシンガポールに点があります。これは大中華圏というNHK
ブックスでも話 していますが、グレーター・チャイナつまり華人・

華僑圏の中国、大中華圏の南端として人日の 74%が 華人・華僑で
成り立っているのがシンガポールです。で、中国の成長力をASEAN
につなぐ起点になっています。そのシンガポールと資源大国化する

オーストラリアのシドニー、それぞれの点を定規でつないだら、一

直線になりますよね。というのが「ユニオンジャックの矢」という

ことです。この矢の持つ意味は、プロジェクト・ェンジエアリング

の世界に生きている人にはぴんと来ると思いますが、世界でグロー

バル・ビジネスをやっている人ならば「これが意味があるんだよね」

と気がつくと思います。かつて大英帝国の植民地だったラインです。

英語圏であるという共通性。英国法 (リ ーガル )を共有している、そ

れからサッカーに象徴されるようなスポーツ 。文化を共有している。

このラインが意味があるのです。
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中束のオイルマネーを吸い込んで、ロンドンのシテイというのは、

わかりやすく言うと企業の経営企画本部のようなものです。ポート

フォリオ (注 :金融商品組み合わせ )を 組んで世界の融合プロジエ

クトにぶち込んでいく、投資ですね。それを仕切るのがロンドンの

金融センターであるシティであるという考え方です。非常にわかり

やすいと思います。このネットワーク型の力というのが、まさに大

英帝国のポテンシャルなんだということを言いたいわけですけれ

ど、そこでなぜシティはブレグジットに対して後押しをするような

動きをしたのかという事が僕の1命点です。どういう意味かというと、

日本の報道機関では、金融街の トップの人達のインタビユーなどで、

イギリスはグローバル経済での中を
ノLき ているのだから、特にシティ

は国際金融の ILi界 を
ノ
11き てぃるのだから当然 EUの中で連携して生

きているかのようなインタビューを引き出して、シティはブレグジッ

トに反対 しているんだという認識をしていますが、大違いだという

のが僕のポイントです。

特に、シャドウ系といわれている金融機関、ヘッジファンドなん

かに象徴される人達は、あきらかにブレグジットの方に動いたと

いうのがシテイの動きだつたと言つて良いだろうと思います。今

回、いろいろな立場の人と議論して確信に近い思いを持ってきまし

た。それで、なぜだということなのですが、それは、わかりやすく

言うとEUの 金融の縛りを嫌がつたのです。たとえば、まず地図の

ヨコに、イギリスとフランスの英仏海峡のようなところに、ジャー

ジー島とガーンジー島という島がありますね、常識的にはフランス

から目と鼻の先でヒョイと渡れる島だなと思える島なのですが、実

はこれ、正確に隣lいていただきたいのですが、英国領ではないので

す。英国工室族領なのです。王室の私有地みたいなものですね。な

んでそのようなことが起こつたのかというと、欧州の王室間の婚姻



ですね、結婚にあたって娘に持参金代わりに島を持たせたというあ

たりから話 しがややこしくなってきたのですが、要はここは王室族

領なのです。ジャージー島はですよ、日本人も結構なじみ深いと思

いますが、ジャージーという言葉、ジャージー牛の語源です。Tシ ャ

ツの袖の長いやつをジャージーと■iい ますが、その語源でもありま

す。人口7万とか 10万人ぐらいいます、この 1っの島に。先日、ヒー

スローから45分 ぐらいで飛べますが行きますかとか言われたので

すが、まあ次回にしますと帰ってきたのですが、ここがタックス・

ヘイブン (注 :租税回避地 )な のです。イギリス領のタックス・ヘイ

ブンというとカリブ海のケイマンとかバージンというあたりが、そ

れらは英国領なのです。こっちは英国王室族領なのです。これらを

駆使しながら、まさにマネー・ゲームをハンドリングして、税金逃

れみたいな仕組みの中で動かしているのが、まさにシティのもうひ

とつの影の顔でもあるのです。

それで、今般ブレグジットに勢いがついてしまった理由というの

は、キャメロンの不人気があつたと言つて良いと思います。要する

にキャメロンという首相が去年の総選挙の時にやらなくても良い胸

を叩いてしまったんですね。EUか ら出るかでないかの国民投票を

やると。それは保守党の内部での自分のグリップを効かせるために、

見得を切つて見せたのですが、その後、皮肉なことにパナマ文書な

るものが公開になったのです。キャメロンの親族みたいな人の名前

がボロボロ出てきて、キャメロンて嫌な奴だよねという空気がにじ

み出てきて、キャメロンに対する幻滅。失望がブレグジット(BREXIT)

を加速したという見方もある。それで、タックス・ヘイブン (への1[

力 )と いうのはシティとしては願い下げで、透明性を高めろとかいう

圧力が EUの合意として迫ってくるわけです。

それからもう一点、齋藤さんの議席があった頃から、今でも国会

に国際連帯税の推進議員連盟というのがあるのです。国際連帯税と

いうのは、国境を越えたマネー・ゲーム、肥大化するマネー・ゲー

ムに地球全体の課題についての責任を共有してもらおうと、たとえ

ば、広く薄く為替の取引に税金をかけて、国際機関がそれを徴税 し

て地球環境問題の解決の財源にしようとか、アフリカ熱帯感染症対

策としてワクチンの財源にしようとか、着々と欧州は動いてきてい

て、特に大陸側の欧州は 12月 までに、若干ずれ込んでも 10ヵ 国

で金融取引税について合意する可能性があります。シティはその金

融取引税を嫌がつたのです。そんなことやられたひにゃたまらない

なと、アメリカとイギリスが反対していたのですが、逆にイギリス

が出ていったことで合意形成しやすくなったというのが金融取引税

のことです。

実は城島さんが外相をやっておられたとき、日本でもこの話とい

うのは浮かんでは消えというより浮かびかけては消え、フランスを

はじめ隣の韓国も国際連帯税という名前で航空券税というのを導入

しているのです。どういう意味かというと、シャルル・ ドゴール空

港を行き交うときに自動的に取られているのだけれど、例えばエ

コノミー・クラスで 500円 、ビジネスで 1,000円 、ファース

ト・クラスだと5,000円 くらい取られて、それをフランスは、ア
フリカの熱帯感染症の支援の財源にするなどということに踏み切つ

ています、隣の韓国もそうです。日本は航空券税を導入しようとす

ると航空業界の反対とかがあつていっこうに話が進んでいない。た

だ、どのような発想かというと、例えば僕自身が成田から海外に年

間 15回 ぐらい行くと、僕自身がリスクを持ち込んでいる可能性も

あるわけです。ウィルス、熱帯感染症のエボラ出血熱やなんだでリ

スクを持ち込んでいる。ですから、海外を動き回る人はわずかばか

り責任を共有 してくれと、 1,000円 2,000円 払つてくれとい
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うならば僕は納得 します。それに対応する施設やワクチン、根源の

アフリカに対する対応などは絶対避けられないのですから。そのよ

うな発想でとり組もうとしているのが国際連帯税です。いくつもEI

際連帯税には中身があるのですが、金融取引税というのを嫌がった

んですね、シティは。

以上二つの話しを、ブレグジットを考えるときの違ったアングル

として、まず確認しておきたい。

【米国の大統領選挙についてl

これもさんざん報道されているので、ご承知の方も多々いらっしゃ

ると思いますが、今何が行われているかというと、まだ政権がスター

トしていなくても、 トランプ政権の陣容というのが静かに見えてき
て、事の次第がしつかり把握できる状況になってきたなと思います。

というのは、資料の米国の貧困率というところを見てもらいたいの

ですが、なぜトランプ現象が巻き起こったのかということなんです。

トランプを当選させたエネルギーの震源地というのが、英語で言う

「プアー・ホワイト」白人の貧困層もしくは労働者層の人達がトラン

プのメッセージに呼応した部分があります。それをポピュリズムと

言おうが何と言おうが事実関係として認識しておかなければいけな

い。 トランプは苦しむ白人労働者層に対して、「あなたたちが苦しん
でいるのは工場が海外に移転したからなんだ」と、あるいは「移民

が入ってきてあなたたちの仕事を奪っているんだ」と言う。駆り立

てるようにトランプ支持への動きを巻き起こしたと言つても良いだ

ろうと思います。この表なのですが、アメリカはおもしろい国で貧

困率という数字が発表になっています。

9.5%  10.6%  11.2%  12.7%
22.5%  24.7%  24,7%  26.2%
21.5% 21.9% 23.2% 23.6%
9.9%  9.8%  11.8%  12.0%

貧困率というのは、ここから下の人を貧困という概念規定です。

2014年 の規定は、 4人家族で年収 2万 4千 ドルというので、日

本円で家族で 250万 円以下の人が貧14Nlに なるという概念規定でつ

くっている。アメリカは今、実体経済が非常に堅調なのです。先進

国ブロックの中で 2%台の成長を保つているのはアメリカぐらいで

す。日本はアベノミクスなどと大騒ぎしているが、ほぼゼロ成長で

す。アメリカの実体経済が堅調なのは、資料の IMFの 世界経済見通

し、三ヶ月毎の見通しで 10月 発表の数字なのですが、先進国ブロッ

クのなかでアメリカだけが2%台にあるということがわかります。

だからこそアメリカは去年の 12月 に政策金利を0.25%弓 |き上

げるなどという事が出来たわけです。金利を引き上げるなんて、金

融引き締めです。そして今月もまた、さらに0.25引 き上げていま

す。 0.5ま で持って行つている、日本がマイナス金利などと言つて

いる状況下で、つまり金利を引き上げられるほどアメリカの実体経

済は堅調なのです。それで、先月の失業率は4.6ま で落ちています。

リーマンショックの後、 10%台 だつた失業率が半分以下の 4.6

までになった。なのに、、、ですよ、米国の貧困率はじわじわ Lがっ

ていることがわかると思います。しかも表では人種別の貧困率が出

ていて、白人の貧困率がアジア系を追い抜いたんだなという状態に
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なっています。黒人・ヒスパニックの貧困率は 4人にひとり、何と

なくわからないではないが、アジア系、ベ トナムだとか中国だとか

日系は勤勉でよく働くから貧困率が低いということなんでしょうけ

れど、それをも上回る形で自人の貧困率が_上回つている。ここの苛

立ちですね。苛立ちと不安と怒りみたいなものですね。 トランプの

メッセージに呼応 したという事です。もっと今回の大統領選挙を

正確に言えばトランプが勝ったというよりもヒラリーが負けたとい

う要素が大きいと僕は思います。あらゆる意味で勝てる要素のある

闘いだつた、自らこけたヒラリーは。というのは、女性最初の大統

領などとぶち上げていたけれど、私の知る「賢い人」というジャン

ルに入るような人でヒラリー支持という人はいっこうにいなかった

よなということなんです。ヒラリーをして失速させた大きなエネル

ギー源は若者だつたのですね。サンダース現象というのが巻き起こ

りました。ヒラリーを一時追い詰めるような空気でした。そのまた

エネルギー源も格差と貧困というか、ここのところアメリカの学生

の学生ローンの借金地獄のようになっているのです。学費が異様な

ほど高騰 していて、学生は大変だろうなという思いで見ていました

が、その学生が74歳 になったサンダースを盛り Lげてヒラリーを

追い詰めていったと。ヒラリーは追い詰められるプロセスでもって、

ヒラリーのいかがわしさのようなイメージがだんだんと定着してし

まった。例えば、亭主のビル・クリントンと組んで、クリントン財

団なんてつくって一所懸命金を稼いでいると。しかも、ウォール・

ストリー トの金がス トレー トにその財団に入っている。ゴール ドマ

ン・サックスの寄付がいくらいくら入っていたなどという話がどん

どん出てきて、興ざめしていくような空虚感がヒラリーに向けられ

ていく。つまり、ヒラリーなんていうのはウォール・ストリー トの

代弁者だと、しかも彼女はニューヨーク選出の上院議員だつたとい

う、まあウォール・ストリー トとのある種の位置関係で当然良好な

ものだつたろうと推測されるわけですからね。そのあたりをサンダー

スに突かれて、だんだん化けの皮がはがれるみたいに失速していつ

たのですね。ヒラリーが自らこけていつたようです。ですから、全

体の得票ではヒラリーの方が 100万 票多かつたというけれど、選

挙制度の魔術みたいなことがあつて、結局 トランプが当選になつちゃ

いましたという、こういう構図があるんですね。

そこでですよ、ヒラリー・クリントン、サンダースに追い詰めら

れていく中で、自分の主張をサンダースに寄せなければ、若い人の

支持、つまり民主党の亀裂というものをグリップできないなと思っ

たものだから、妥協するメッセージとしてグラス・ステイーガル法

の復活というようなメッセージをぶち上げたのですね。グラス・ス

ティーガル法というのは、アメリカは 1999年 まで銀行と証券の

垣根をつくるという金融に縛りをかけていたのです。ところがヒラ

リーの亭主のビルクリントンの政権になって 1999年 にグラス・

スティーガル法を廃止したのです。後でその話に戻りますが、それ

がアメリカの金融自由化のシンボルマークみたいになつて、アメリ

カの金融がどんどん歪んでいくきつかけにもなったのです。そこで、

あまりにも肥大化するマネー・ゲームを制御するという意味も込め

て、再びグラス・ステイーガル法を復活させて証券と金融の垣根を

つくるみたいなことをヒラリーが言い出した。そういう苦闘するヒ

ラリーを昔笑いしながら横目で見つめていた トランプも、グラス・

スティーガル法の復活などと言っていた時代があるのです。選挙戦

の中で。ところが、今すでにそれが豹変していますよねと後で申し

上げたいわけですが、つまりですね、格差と貧困という事を先ほど

から申し上げていますが、白人貧困層や学生などが苦しみ抜く格差

と貧困なのですが、ウォール・ストリー トの懲りない人々、マネー・
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ゲームで年収何十億などという人々、上位 1%の 人々がアメリカの

富の大半をグリップしていると盛んに言われている状況の中で、そ

れに対 して縛 りをかけるというところに一種の身の証 しを立てて

闘つていたんですねヒラリーは。で、 トランプもそれに乗つていた

んです。

ところが、豹変しているという意味を確認しておきますが、資料

には今いかに陛界のマネー・ゲームが肥大化しているのかという数

字が載つていますが、実体経済の 4倍を Lい |る ような金融資産の膨

張が今起こっています。どういう意味かというと、ここで言う金融

資産とは限定的な資産、たとえば株式市場の時価総額と債券 |li場の

総額と銀行の貸出残高くらいの限定した金融資産。それ以外にもさ

まざまな金融ビジネスモデルが多様化してきているのですから、木

当は世界の金融資産というのはこんなレベルではないのです。

1980年代
【冷戦末期】

M&A
バ7,レ

2001

嘉颯

1991     1999
【冷職終結 】 グラス・   |

スティーカル
法の嘉止

ジャンクボンド   ヘッジファンド
マイケル・ ミルケン ジョージ・ ソロス

問題は、金融ビジネスの変容なのですがこのあたりが理解できな

いと、なぜ今世界に格差と貧困が起こつているのかという事がピン

と来ない。私は 1987年 から 10年間アメリカの東海岸で歩いて

いたのですが、前半がニューヨーク、後半がワシントンです。あの頃、

つまり冷戦が終わるという頃をはさんで、ここにまず、 1980年 代、
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2010   2015

ジャンクボンド マイケル・ミルケンと書いてありますが、マイケ

ル・ミルケンという男とドナルド・ トランプという男とビル・クリ

ントンという男は 1946年 生まれ、日本で言えば団塊の世代。私

と同じ陛代に近い。アメリカで言えばアメリカン・ベビー・ブーマー

ズという世代なのですが、私が 1987年 の 5月 にニューヨークに

着任したその週末に、ニューヨーク・タイムズを持つて近くの公園

に行つて、日がな一日、日曜版の厚いニユーヨーク・タイムズを隅

から隅まで勉強のために読んでみようかと読んでいたら、登場して

きた名前がマイケル・ミルケンなのです。マイケル・ミルケンがそ

の前の年に稼いだ金が、マクドナルドのハンバーガー・チェーンが

世界で 2万 ヶ所で出した利益よりも大きかったという記事が出てい

た。私、マイケル・ ミルケンを知らなくて関心を持ち始めたのです。

当時、ウォール・ストリー トのジャンクボンドの帝王などと言わ

れてさんざんもてはやされて、ジャンクボンドという仕組みを思い

ついたウォー トン・ビジネス・スクールの卒業生でした。ウォー ト

ンの時の同期が ドナルド・ トランプなのですね。それで、このマイ

ケル・ミルケンという男は皆さんの頭の中でだんだん見えてくると

思うのですが、映画「ウォール・ストリー ト」のモデルになってい

ます。最終的にはインサイダー取引で監獄に行つたという男なので

すが、まさに80年代のウォール・ストリー トを象徴するような存

在だったのです。私、そのジャンクボンドのマイケル・ミルケンに

対 して激しくマイケル・ミルケン批判などという論稿を書いていた

のですね。なんだマネー・ゲームじゃないかと。どういう意味かと

いうと、今、世界の金融というのは大きく変容 してきていて、その

きっかけが、ある意味マイケル・ミルケンに象徴される存在だつた

と言つて良いと思われます。というのは、あのバブルがはじける前

の日本の銀行の世界を思い出していただきたいのですが、のどかな

一赫
ギリシャ
危機

サブプライム
ローン

ハイイールド債
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産業金融というか銀行の機能というのは触媒機能と言つて、例えば、

経営者を見極めて、この会社は大丈夫かなといつてお金を貸して「育

てる資本主義」でした。利益が出て、お金を貸 して利息をつけてお

金を返 してくれるというビジネス・モデルがまわつていたのが銀

行業なのです。ところが今、日本の銀行もその余波を受けています

が、そんなのどかな時代は終わつてですね、要するに企業経営に伴

うリスクをマネージメントする金融ビジネスモデル、何のことかわ

かりませんが、例えば為替が変動するリスクですとか、季節によっ

て冷夏だとか暖冬が起こつたりするリスクを保険のような形でヘッ

ジ (注 :資産運用リスク回避行動 )する、そういう事を金融ビジネス

モデルにしていくという、金融工学的世界が急速に動き出したのが、

冷戦が終わつてからの特色だったのです。どうしてかとわかりやす

く説明すると、表の上の段に「理工系人材の移動」と書いてありま

す。戦後の冷戦と言われた時代、つまり東西冷戦の時代にアメリカ

の大学で工学部、物理や数学を専攻した学生が就職していつたとこ

ろはどこかというと、 7割以上が広い意味での軍事産業だつたので

すね。ボーイングに就職したとか、ロッキードに入ったとか、ニュー

ポート・ニューズのシップヤード(造船会社 )に入ったとか、胸張つ

て入っていつたのです。ところが、冷戦が終わってアメリカの軍事

予算が三分の一もカットされて、年1事産業が雇用を増やさないどこ

ろか、逆に吐き出しはじめた。では、そういう理工科系の優秀な卒

業生がどのようなところに就職していつたのですかというイメージ

をすると、それが金融だつたのです。金融という分野はそういう人

材を必要としていたという意味もあり、そういう人達が入っていつ

て金融という世界の役割がどんどん変わつていつた。それで、今考

えてみると、マイケル・ミルケンはまだまともな奴だつたなと思い

ます。というのはマイケル・ミルケンのような人間がいたからIT革

命のフロントラインに立つようなベンチャー型の企業が育つたとも

言えるのです。

リスクの高い債権、要するにジャンクボンド、今でこそグーグル

とかアマゾンなどというのはそそり立つような大企業になっている

けれど、当時はベンチャー企業だつたのですね。そういう会社に金

が流れなかつた。たとえば日本の銀行などというのは、大蔵省 (財務

省 )護送船団方式で、ベンチャーなどという企業を育てる仕組みなど

一切無かつた。ところがマイケル・ミルケンというのは賢い男なの

ですね、ジャンクボンドのような仕組みをつくつて、そういう I′「 革

命の先頭に出た企業にも金がまわるような仕組みをつくつたから成

功 したのだという部分もありますね。ですからマイケル
・ミルケン

を全否定する必要はない。彼は監獄に行ったけれどもその後の生き

方はすごいです。子どもに物llPや 数学を教えるボランテイア活動や、

自分で財団をつくつて、いまだにそういう世界で汗をかいていると

いうある意味では立派な男です。

今度は90年代に入って、ジヨージ・ソロスなる人物、まさにヘッ

ジファンドの帝王などという人が出てきた。私、ジヨージ・ソロス

とは三回本気で議論 したことがあります。これまた、大変に頭のい

い男です。評価の難しい男で、世界一のフアンド・マネージャであ

るとか、世界一のフイラン・ソロフアー (注 :日本語で篤志家 )と言

われて、この人ほどさまざまな社会貢献事業をやつている人はいな

いというくらい評価が難しい男です。いずれにしても、このあたり

からマネー・ゲームのためのマネー・ゲームという、「育てる資本主

義」から「売り抜く資本主義」へ、金融が一人歩きしはじめたのです。

そこへもってきて、先ほどの 1999年 。冷戦が終わつて 10年経つ

たときにグラス・ステイーガル法の廃止が行われました。このあた

りから金融のビジネスモデルがぐんぐん変わりはじめました。金融
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]1学などという世界がどんどん出てきた。この象徴がサブプライム・

ローンを生み出して、 2008年 のリーマン・ショックを起こした

のだと考えるとわかりやすいと思います。

サブプライム・ローンってなにと、いまでも「悪魔の智恵」と言

われているけれど、この理論でノーベル賞を取つた人がいるのです

からね。どういう事かというとですね、今にして思えばものすごく

違和感があるのですが、黒人、ヒスパニックにも家建てさせろと、

先ほどの 4人に一人が貧困などという層ですね。無担保で、安い金

利で貸して家建てさせろと、それがサブプライム・ローンなのです。

そこまで聞くと結構な話に聞こえる、だけど返せなくて破綻したら

どうするのかと誰もが考えます。当時アメリカの住宅市場は 3年で

倍に跳ね上がっていたのです。ですから3年 ごとに担保価値を上げ

て借り換えさせろと、まわせば良いんだという制度を設計したのが

サブプライム・ローンです。根つこが倒れたらえらいことになるぞ

と直感 した者もいるから、リスクの多い債権をさまざまな金融商品

にまぜこぜにして 1世界中のジャブジヤブの金に売りつけたのですね。

そこで本当に根腐れが起こつて破綻が起こり始めたら、まさに卵の

殻が割れるように世界中に金‖虫不安がバババツと波及していったの

がリーマン・ショツクだったのですcですからまさに、金融:li学の

成果といわれるサブプライム・ローンが破綻して 2008年 のリー

マン・ショツクが起こつたと。

それで、そこからですね、オバマはまもなく政権を去りますけれ

ど、 8年前にオバマが登場 してきたときの高揚感を思い出していた

だきたいのですが、黒人初の大統領と。オバマが当選できた理由は

二つあったのです。ひとつはイラクからの撤退ということで、彼は

当初からイラク戦争に反対 していたということが非常に評価を高め

た。あの時ヒラリーと候補を争つていたのですが、ヒラリーはイラ

ク戦争に賛成票を入れたのですね、で、ヒラリーはあの時もずり落

ちた。もうひとつオバマが主張したことというのは、直前にリーマ

ンショックが起こったのです。 2008年 9月 。大統領選挙が 11

月だつたですね。強欲なウォール・ストリー トを縛るというのが彼

のキャッチ 。フレーズだつたのです。それで、そこで当選したオバ

マは、彼の歴史的な評価はどうなのかと思いますが、まあ、きれい

事の理想主義の政治家で終わってしまうのかどうかですが、オバマつ

て、意外に言ったことはやろうとしたのですね。イラクからの撤退

もアフガンからの撤退もやることはやつたのです。しかし、それが

アメリカ人の悲しみに火をつけたというか、撤退はしてみたが後の

中東がいわば液状化してしまい、要するにアメリカの存在感がぐん

ぐん消えていくような惨めさを味わうことになってしまい、撤退は

いかがなものかみたいな話になっていってしまった。それから、強

欲なウォール・ストリー トを縛るというのは、 2010年 に金融改

革規制法というのを成立させましたが、「一応」やったんですね。例

えば FRBの機能を強化するとか、それからヘッジファンドの透明性

を高めるだとかやつたのですね。ところがウォール・ストリー トの

方がよほどしたたかですよ。ザル法もいいところで、その後意気消

沈で縛られているかというとそんな話 しではない。したたかに食指

をのばしてマネー・ゲームを肥大化させているというのが、ウォー

ル・ストリートの姿なのです。先ほどのロンドンのシティも同じです。

マネー・ゲームのためのマネー・ゲームみたいなビジネスモデルが

どんどん出てきてしまった。

そこでですよ、今回、 トランプ政権がどうなるかという話しです

が、 トランプ政権の陣容というのが見えてきましたね。まず経済関

係の閣僚に二人、例えば財務長官にムニューチンという男を据えた、

この人は元ゴールドマン・サックスのパートナー、つまりCEOで も
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なんでもない執行役員クラスですが、 トランプ選対で財務部長みた

いな事をやっていた論功行賞で財務長官に据えた。それから商務長

官、ウイルバー 。ロスという男を据えています。この人もウォール
・

ストリー トの投資家、ファンドの経営者です。ムニューチンは、私

の記憶ではジヨージ・ソロスのフアンドで働いていた典型的なウォー

ル・ストリートの男です。それからNECと 我夕が呼んでいる日本で

言えば経済財政諮問委員会のような委員長のポジシヨンに、ゴール

ドマン・サックスの現役の COOを 据えたのですね。つまり、経済

閣僚のほとんどがウォール・ストリートの人という事になります。

ここでよく考えていただきたい、産業人ではないのです。ものづ

くり産業ではなく、額に汗して働く産業を背負つている経営者だつ

た人ではないのです。つまり、ウォール・ス トリー トのマネー・

ゲーマーの人達が政権の経済政策の中心に座ったという事がこの政

権の特色となってくると思います。何を意味するかというと、もし

国民の声というものがあるとすると、 トランプを当選させた国民の

声は、格差と貧困に対する怒りと焦燥だつたはずです。ところが一

月半も経たない、政権もスター トしていない段階で、ウオール
・ス

トリー トのしたたかさというか、もともとウォール・ストリー トは

「トランプなんかが当選したら経済は破綻するJな どと:J:っ ていたの

が、パッと手の平返 しで根拠無き熱狂というやつなのですが、まだ

政権もスター トしていないのに、株を 10%ぐ らい跳ね_Lげたんで

す。要するに「トランプも悪くないぜ」という空気を盛 り上げてい

るのですね。例えば トランプが 1兆 ドルのインフラ投資をしようと

していますね、法人税減税でもって 35%を 15%に 下げようとし

ているとか、さらに金融規制と言つていた男に金融緩和の酒を飲ま

せているようなもの、つまり、この布陣の中でウォール・ストリー

トに秋波を送るような宗旨替えをして、 トランプ悪くないぜと盛り

上げているのですね。現下の トランプ相場では経済制裁の一つも発

動させたわけではないのに、株だけが跳ね上がっていく構図で、あ

る意味では政権に刈 してプレッシャーをかけているわけですね。そ

ういう構図が見えてきます。

もうひとつは、外交 。安全保障の方なのですが、安全保障関係

の国防長官にジェームズ 。マテイスという男を据えました。この

人、海兵隊の出身というのは普天間基地を考えるときにややこしい

ことになつたと僕らは思いますが、イラク戦争の時のまさに司令官

で、現場に立った男でもありですね、日本の報道が半知半解な報道

をしているのが気になるのですが、マッド・ドツグというあだ名の

人だというので、狂犬と約しているんですが、英語のニュアンスで

マッド・ ドツグを狂犬ととらえるのはいかがなものかと。狂犬とい

うと理性を欠いた暴れ者みたいに思いますが、そういうタイプでは

ないのですね、もっと怖いというか、力の論理、軍事の論理という

かハー ド・ライナーという言葉がありますが、力の論理で物事を解

決していこうというタイプの軍人というのか、軍人が国防長官につ

く事自体は驚く必要はないわけですが、軍人の中でもとりわけハー

ド・ライナーな軍人が登場してきたわけです。大統領補佐官のフリ

ンという陸軍退役中将も。つまリトランプ政権を見抜くキーワード

は、かつてアメリカを理解する言葉に「産軍複合体」という言葉があつ

て、産業と軍事の複合体という事で理解されていたのですが、この

政権のキーワードは「金融 。軍事複合体」、つまリウォール・ストリー

ト、ハード・ライナーの複合体というのがこの政権の性格を形づく

るならば、これがもたらすであろうインパクトというのは軽んじら

れないという気がします。いろいろな意味で。

そこへもってきてややこしいのは国務長官、日本に於ける外務大

臣にティラーソンというエクソン
。モービルの CEOを据える事を
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発表しています。これはですね、議会が機能したら承認しないだろ

うという人事なんですね、実は。というのは、このテイラーソンと

いう人は、ついこの間日本にやって来たロシアのプーチンの親友に

も近いということなんですね。しかも、利害相反しますよね、エク

ソン 。モービルがロシアに大きなプロジェクトを打つているわけで、

エクソン 。モービルとしてはロシアに対する制裁解除となれば大変

大きな権益につながるわけで、こういう人が対ロシア外交に向き合

うというのは、あまりにも利害がアレなんじゃないですかと言うと

ころで、議会に理性さえあればたぶん承認しないだろうと僕は思い

ますが、もし、こうなってしまったら、まずG7のロシアに対する

制裁がはたしてどうなるかですね。足並みが乱れるという事だけは

確かです。

ついこのあいだ我々はプーチン来日というのを目撃したのですが、

10月 から 11月 にかかる頃までは、ひょっとしたら北方四島問題

が前進し、平和条約問題が前進してそれを一つの戦利品として、年

末または年始に解散総選挙という見方さえ一部にあったわけです。

なにやら期待感が盛り上がっていたのが一気にスーッと退きました

よね。事実なにか惨めなまでの結果だつたですね。なんで山口まで

行つちゃつたわけという話しです。それってなにかというと、わか

りやすく言うとプーチンはレイ ト・ヒッティングに出ているのです

ね。要するに、アメリカはトランプ政権になったと、その時にはま

だ発表にはなっていませんが、キラーソンが国務長官になって、米

口関係は変わるなという時にですよ、何も先走って日本にコミット

する必要はないなというのが、つまり、来年の 5月 6月 までにこの

政権がどうなっていくのかを見極めた上で動いても、充分戦略的に

は有利だなと考えていますから、なにも日本に慌てふためいて北方

領土を動かす必要は無いと。
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僕は国際シンポジウムとか会議でロシアの連中と向き合ってきFk

したけれども、日本人としてハッとするような質問を受けます。も

し北方四島を返したとして、どのような国にもナシヨナリストはい

るわけで、返 したとしてそこに米軍基地をつくらない保障はあるの

ですかという質問がボンと来ます。私は個人的には北方四島には米

軍基地などつくらせませんよと言いますが、ロシアから見た日本と

いうのはアメリカの周辺卜|です。日本はアメリカによつて守られて

いるに過ぎない国だと。もし、つくりたいとアメリカが言い出した

ら断るだけの力が日本にあるのかという質問が追いかけてきます。

そういう意味では中国も本音では日本をそう見ていますから、そう

いう意味においてレイ ト・ヒッテイングに出るという事は大いに理

にかなった行動なのですね。ロシアにしてみれば。そういう意味も

込めて、 トランプ政権の予想の顔ぶれ、主要なところが見えてきて、

この政権どうなるかというときにですよ、明らかに見えてきたのは

「金融・軍産複合体」が使えるような構図だし、外交
。安全保障にお

いて大きなパラダイムの変化が起こります。

実は本日発売のサンデー毎日に僕の大きなインタビユーが出てい

て、そこに、日米関係はどうなるという話 しを結構詳細に語つてい

ますので、なにもトランプのハッタリまがいの話しにたじろぐ必要

はないというのが僕のポイントなのです。 トランプは在日米軍基地

の経費を 100%日 本側に持たせろとぶち上げているわけですね。

日本にとつて本音のところでショックだつたのは、知日派だとかワ

シントンに於けるジャパン・ハンドラーという人達ですね、日本問

題で飯を食っている人達、日本人は知日派は親日派と誤解しがちで

すが、日米安保で飯を食つている人達、安保マフイアですね、アー

ミテージからマイケル・グリーンまで流れているこれらの人達、今

回ヒラリー・クリントンにくつついていたのですね。だから日本人
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としてはヒラリーが当選してくれれば今まで通りの日米関係でいけ

るという意味では、固定的な関係を期待している人達はヒラリーの

方が良いと思っていたのです。 トランプが登場してきてですね、ちょ

うど90年代のジャパン・バッシャーが発信 していたような、日本

は防衛タダ乗りだと、日本に 100%持 たせるべきだとか困つたも

のだという感 じで トランプを捉えがちですけれど、ある意味では良

い機会だったですよね。米軍基地を置いている国など世界でいくら

でもあるけれど、ホストネーション・サポー トといって基地を受け

入れている国側が 7割 もの基地のコストを負担しているなんてのは、

世界広しといえども日本くらいしかない。他の国はせいぜい 2割か

ら3割です。 7割 も負担しているから、ペンタゴンにしてみるとハ

ヮイ、グアムに退き下がるよりも日本に置いていた方が一番コスト

がかからないという構図になっているので、日本に居たままにしよ

うという力学が働くわけで、日本としてはこれを機会に、 1993

年という年に冷戦が終わつた年にドイツが、在独の米軍基地を全部

テーブルに乗せて、ひとつひとつ点検して、欧州の安全保障にとっ

てプライオリティの高い基地は残すけれども、そうでない乏i(地は縮

小するという見直しをやつたのです。地位協定の改定をやって ドイ

ツに主権を取り戻していつたのです。ところが日本の 90年代とい

うのは、アジアではまだ冷戦が終わっていないという程度の認識で、

いっさい基地を根底から冷戦後のパラダイムに向けて変えるという

事をしないまま21世紀に入ってきてしまったのですね。そのこと

のツケが今来ているのです。だつたら今、良い機会なので 100

%持 てという事は、年間 7,000億 円負担 しているわけですか

ら、 1兆円持てと言つているわけです。ざつくり言つて 3,000億

円増やせという事だと、単純に言えばです。北は三沢が北限の基地、

74%は 沖縄に集中している基地および施設をひとつひとつテーブ
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ルに乗せて、東アジアの安全を空洞化しようなどという話しではな

いので、必要なものは担保して段階的に縮小しようという見直しを

行つたとしますね、そうすれば、この横浜の人達が一番気がつかな

ければいけないのは、東京 FT都 |』 に、たとえば米軍専用のゴルフ場

というのが二つあります。この二つの施設のコストは日本倶1が思い

やり予算という形ですべてもっています。じゃ、東アジアの安全保

障にとつて、さすがにゴルフ場が重要だという論点はおかしいでしよ

うという話しぐらいは常識の話しとして浮かび上がってきますよね。

で、プライオリティをしつかり見直してくれと、なにもケチな話し

をしているのではなくて、信頼を担保しながら必要なものを残 して

段階的に縮小して行くことが出来ないならば独立国家とは言えない

ですね。外国の基地が存在 しているのが平気だという感覚では、独

立国家と言つていたら笑いものになる話しです。

そこでですよ、これをやれば自ずと見えてきます。例えば辺野古

の意味が。ペンタゴンにおいて沖縄というのは海兵隊の基地なので

す。沖縄にある米111のりlt地の74%は 海兵隊の基地なのです。陸軍 。

海軍は数 %ずつで後は空111な のです。それでですね、議論をしてい

ると感じますが、海兵隊への配慮というか顔立てというか、こと沖

縄の議論だけは海兵隊に配慮 してやれよという思いがペンタゴンに

あるんです。なぜならば沖縄戦で 2万人もの屍を積み上げて、海兵

隊が獲つた 11地 なんだというたぐいのニュアンスが感じられる。そ

ういつた時に例えば、嘉手納統合などという案が出ては消えという

のを思い出す人もいるでしょうけれど、ペンタゴンの中の利是flサ‖

整さえすれば、力|1率 Lの 中にあれだけのスペースがあるわけですか

ら、ヘリコプターリit地を他の陸軍や空軍の中に、プライオリテイυ)

中で統合 していくというのは、なんにも不自然な話しではないσ)√

す。ところがどうしても海兵隊に配慮する。今回、マティスが油り|



隊出身の国防長官になったということが、話 しがやや
こしくなった

というのはそこなんです。さてどうなるか。日本としてですよ。先

ほどのゴルフ場は極端な例として、東アジアの安全保障上、プラ
イ

オリテイの低いものから段階的に縮小して行くという流れが作
れた

ならば、例えば、 7,000億 円も5,000億 円ぐらいに圧縮する

かもしれません。 100%持 つたとしても5,000億 円となり2,

000億 円減るくらいの話しです。ですから、日本としては何一つ

ブラフに恐れることはない。この機会に21世紀の東アジアの安全

保障をもう一回見つめ直して、日本としてどんなに時間
をかけても

基地の段階的縮小と日米地位協定の改定を実現した
いのだという事

をテーブルに乗せるきつかけになるという発想で向き合う
ことが必

要だと、サンデー毎日で述べました。

【日本に於ける格差と貧困について】

そこで、確認しておきたいことがあります。日本のことです。格差

と貧困が一つのキーワードだという事を話してきました
が、日本に

於ける格差と貧困についての現状を確認しておきた
いのです。資料

に「冷戦後の25年から見えてくるもの」がありますが、これは大

変便利な表で、 1990年 のバブルのピークから、つまり1991

年 12月 26日 だつたですかソ連が崩壊した、あの頃から25年経つ

た2015年 までの日本経済を輪切りにした表です。

注日していただきたいのは、上から5段日、勤労者世帯可処分所

得という統!ilが あります。経済を議論する視点というのはいろいろ

な切り目があります。企業セクター、家計セクター、さらに政府セ

クターですね。私は、経済という言葉は「経世済民」という言葉か

ら来ているので、「民」つまりLIl民が今どのような状況にあるのかが、

経済を議論するときに最も重要なポイントだと思います。そういう

視点からしたときに、この勤労者世帯可処分所得という統計はもの

すごく大事です。なぜならば、普通のサラリーマンが手元で使える

お金という事ですから。収人から税金を払い、年金を負担し、社会

保険を負担した後で実際に銀行日座に振り込まれてくる金、「これ

はあなたが使って良いのですよ」という金だと思つたらよいと思い

ます。 1990年 は44万 1千円、これは月額です。2000年 は

= 3()
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47万 3「円になっていますね。つまり90年代に入つてバブルが

はじけていたのに、 il・処分所得は増えていたのかと疑間を感じる方

もいらっしゃると思います。増えていたのですね。右から二段日に

「ビーク」という統計がありますが、日本の勤労者世帯可処分所得が

ピークだったのは 1997年 なのです。 97年 に49万 7千円まで

いっていたのですね。どうしてかというと、バブルははじけていた

けれど、90年代まだ日本の企業はですね、右肩上がり時代の分配

の体系を引つ張つていたのです。年功序列終身雇用とか。 90年代

後半から一気に人事制度とかを見直ししはじめた。そこで勤労者世

帯の可処分所得が減り始めた、で、 2011年 、 3・ 11が起こつ

た年ですね、42万円まで落ちたと。ところがその後、民主党政権

だとか、はたまたアベノミクスなどという言葉が聞かれ、金融を

ジャブジャブにしてどうなったかというと、微妙に増えた、ところ

が 2014年 また減った。なぜならば消費税を上げたりですね、年

金の負担を重くしたから。それで去年はどういう数字が出てくるの

かものすごく注目された。 42万 7千円でした。前の年に比べたら

3千円増えたけれど、 5年前に比べたら3千 lll落 ちているとも`:え
る微妙な数字です。

そこでですよ、確認 したいことは、ビークの 1997年 に比べ

て、わかりやすいですね、ちょうど月額 7万円減つたのです。勤労

者 ll[帯の可処分所得が去年。ということは、 12を かけると、年間

86万円使える金が減つたという事なのですね。で今、僕が話して

いる話しは、何を言つているのかと思われるでしようが、日本に於

ける格差と貧困の議論の時に、しつかり見抜かなければならないの

は、|lt界に於ける格差と貧困の議論というのは「ギヤツプ」なのです。

つまリウォール・ストリートの懲りない人々がマネー・ゲームによつ

て何 |・億という収入をエンジョイしているけれども、世界には一日

10ド ル以下で生活することを余儀なくされている人達が 14億人

いるとか、「ド貧困とド金持ちのギャップ」を格差と議論しているの

が世界だと考える場合、日本の場合に進行 していることは中間層の

没落なのです。要するに、この国の大変な強みというのは、 10年

くらい前に意識調査をやると、俺は金持ちとは言えないけれど貧乏

人でもないな、と9割が中間層意識を持つているというのが日本の

特色だったのです。ところが、 21世紀に入つての 15年間で、急

速に進行した中間層の没落という事を誤魔化し無く直視しなければ

ならない。年間 86万円、使える金が減つたということなんです、

日本は。そしてどうなったかというと、次の表です。

21世紀に入つての日本の家計消費構造の変化

消費支出合計  |▲ 29955  i鷺讐驚全

`ま

どふ長lT七勒

=  32

―

△ 1,728円
(▲ 28'r)
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この表は2000年 から2015年 の間の家計消費構造の変化で、

しかもこれは勤労者世帯だけでなく高齢者も農家も含めて、日本に

於ける全世帯を対象にした消費構造の変化です。それで、消費支出

合計が月額約 3万円減つたと、年間 36万円減つたということです

ね。ですからこれはピンと来ると思いますね、勤労者世帯がピーク

に比べて 86万円も使える金が減つているのだか ら、全国 。全世帯

の消費が年間 36万円くらい減つていても、不思議ではないよねと

思うわけです。 21世紀に入つての 15年間でですよ。

問題はその次なのです。下の一覧表です。下の表を「眼光紙背に

徹す」ということがありますが、賢い人ほどこの表の意味が見抜け

ます。というのは、これほどまでに貧困化が進み中間層の没落など

というのが進行している日本で、それでもなおかつ消費が増えてい

るものと消費が極端に減つたものとのコントラストがこの表から判

るということです。それで、かかる状況下で消費が増えているもの

の トップに諸雑費があります。何の話しかと思いますが、これ消費

の理論でいうと雑費貧乏というのがあるのです。くだらないものは

買つているという事です。どういう意味かというと、今、僕がしや

べっている話しというのは、一定の豊かさを実現してしまった後の

バック・フアイアとしての貧困化の話 しです。例えば、僕が高校

を出て上京した 1966年 という年、日本の一人あたりの GDPが

千 ドルを超したのです。いわゆる途上国段階を越したパー・ヘッド

GDP=千 ドルという数字をエコノミス トはよく使います。それが

去年、ピークには日本は4万 7千 ドルまで持つて行つたのだけれど、

3万 2千 ドルまで圧縮してしまいましたね、一人あたりの GDPは。

日本人にとってはため息が出るような話なのですが、日本がアジア

の先頭を走る豊かな国だと思っていたら大間違いです。シンガポー

ルに 2万 ドルおいて行かれ、 2014年 にはついに香港に抜かれた

のです。資料には一人あたり (パー・ベツド)の GDPが出ています

が、日本の産業人にとつてシヨックだつたのは、香港に抜かれたこ

となのです。去年も 1万 ドルおいて行かれているのです。一人あた

りGDPは豊かさの指標と言われているのですけれど、そこでですよ、

4万 7千 ドルまでもっていつた GDPを ドル建てベースで 3万 2千ま

で圧縮したとはいえ、千 ドルだったときに比べたら32倍にもした

とも言えますね。ですから、一定の豊かさを実現した後のバック
・フア

イアとしての貧困化が進行すると、こういう事が起こるのですとい

う話しをしているのですが、大それたものはどんどん買えなくなっ

てきているけれども、くだらないものは買つている。

たとえば、ドンキホーテに行つてハロウィンのコスチユームを買う

とか、そういうたぐいのものには消費が出ていくという事です。次

に2番目に通信費、自動車等関係費が増えているということにちよつ

と驚きますが、これは先ほどの冷戦後の 25年の表の下の方に「電

話代」というのが出ていますが、国内通話も国際通話も90年の頃

に比べて 4分の 1に単価は下がつているのです。だけど家族全員が

スマホを握りしめポケモンGOま でやつている時代になっちゃつて、

通信費だけは増えているという構図になつているということです。

自動車関係費、これは考えさせられます。日本総研で今、自動車社

会の未来像という大型研究をやつているのだけれど、今、自動車保

有台数が一世帯あたリー番低いのが東京都新宿区なのです。どうし

てって、要らないから。下手に持つていたら、駐車場代だけで月に

10万円くらいかかるから、大衆交通手段で行こうということにな

る。地方都市に行くほど車は必需品化してきています。しかも、金

持ちだろうが貧乏人だろうが一家に 2台 ぐらい。保有構造が軽自動

車化しているのも最近の特徴なのですけれども、車無しでは生きら

れない社会構造をつくつてしまったのですね。地方都市ほど。イオ

= 
|ヽ
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ン。モールのパラドクスという言葉があるのですが、全国にモール

というのをつくつちやつた、駅前商店街はシヤツター街になつてい

るけれども、車でモールに行つて日がな一日過ごすというのが、消

費のパターンになっている感があります。車無 しでは生きられない

構図になって、とにかく自動車関係費だけはこれほど貧困化が進ん

でいるにもかかわらず増えているという構図になっています。ここ

から半分冗談ですけれど、どんな時代にも金儲けする道はあるのだ

なと、たとえば保健 。医療サービスや健康保持用摂取品、サプリメ

ントや医薬品、表で増えていますね。なぜかというと、これは再び

消費の理論がもろに見えてくるのです。どんなにケチな人でも、財

布のひもが固い人でも自分の生き死に係わる事ならお金が出ていく

という事です。

一方で表の右下から、極端に消費が減つたもの、小遣い、交際費

というのがあります。悲しい話 しですよね。 21世紀に入つて 15

年間で、日本人はわかりやすく言うとシケちやつたのですね。アク

ティブではなくなってしまったのです。小遣いは減る、交際費は減る、

交通費は減る、外食は減るというような、酒類は減るということで

すから、すつかリシケちやつたのです。加えて、教育の関係者はた

め息をつきますけれど、二番目に減つているのが、仕送り金、授業料、

教養娯楽とか書籍だとかいうのは軒並みマイナス項目の トップにあ

ります。わかりやすく言えば、この 15年間で日本人は学ばなくなり、

学べなくなったのです。全国の大学は急速に地域大学化 してきてい

ます。親元から通つてくれということです。仕送り金まで送つて娘・

息子を東京だ横浜だと出してですね、がんばれなどという時代では

なくなってしまったのですね。

そこでですよ、シケちゃつてアクティブではなくなった、インバ

ウンドな外国人は2,000万 人を超えたなどといつていますが、後

で先ほどの 25年の表を見ていただければわかりますけれど、海外

に出て行く日本人は 1,600万 人でむしろ頭打ちになっています。

要するに海外旅行にも出なくなってきているのです。統計というの

は見事に正直なんだなというのは、先日、ハワイで真珠湾 75年 と

かいう取材をやつたのですが、JALの支店長がおもしろいことを言っ

ていましたね。日本人がハワイにやってきたピークは 1997年 だ

と、さっきの、まさに勤労者世帯可処分所得の、 220万 人来たと。

去年は 135万 人まで減つたというのです。ですから、もろに統計

というのは出てくるのだなあと。まあ意味を持つのだなというのが

僕の思いです。この表をじっと眺めてわかると思いますが、アクティ

ブでなくなり、学ばなくなり、学べなくなるとどうなるか、一言で

言うと「内向きの日本」というやつです。驚くほど内向する日本になっ

てきているということに気がつかなければなりません。というのは、

賢い人は見抜いていると思いますが、テレビ番組の質が急速に変わっ

てきています。私、TBSの番組審議委員会にも入つているのだけれど、

かなりの頻度でそういう事を言つているのですが、気がついている

人は気がついていると思いますが、日本のテレビ番組はこのところ

自画自賛型の番組にどんどんなってきているのですね。「ここがすご

いぞ日本人」とか、日本のクール・ジャパンがやたら外国に受けて

いるとか、やつて来た外国人が日本の文化を絶賛しているとか、要

するに、シケちゃつて内向きになっている人というのは、お互いに

傷口を話めあって褒めあおうぜ・・ 。みたいな空気を生きているん

ですね。実はこうなると日本という国はかなりやばいですね。過去

の歴史に見ても。だんだん目線が内向きになつていく。それが内向

と右傾化の空気のエネルギーになっているんだという事に気づかざ

るを得ないですね。

私は今、国土交通省関係のプロジェクトに係わつているのですが、
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いよいよリニアが東京と名古屋を40分で結ぶというスーパー・メ
ガ・リージョンの審議会が始まったり、それから、道路の幹線部会

長というのをずっとやっていまして、早い話が圏央道のような外環

三道を急げということとか、それが神奈川をどう変えるのかという

ような話を本当はしたかったのですが、最後に一つだけこの話をし

ておきたいのは、先ほど言いかけた、 1917年 にロシア革命が起
こってから 100年 というのが、 2017年 の節目の一つですとい

うことを申し上げましたが、このことの意味ということに触れて講

演を終わらせたいと思います。

【ロシア革命 100年の節目の意味について】

20世紀の日本は、社会主義の幻影におびえながら生きた 100

年だったとも言えるのです。どういう意味かというと、 1917年
ロシア革命が起こつて、翌 18年にはシベリア出兵です。各国共同
で動いたのですが、日本だけは最後まで居残つて国際社会にある種

の疑心暗鬼を引き起こした、 1922年 までウラジオス トクに張り
ついていた。それも社会主義とか共産主義の恐怖に怯え始めた日本

ですね。 1925年 に治安維持法と無産政党の抑圧、それが、言論
統制だとかその後につながっていくのだと思い出す方も多いと思い

ます。さらに 1936年 には日。独 。伊三国防共協定などという、「防
共」すなわち共産主義を防ぐという、ノイローゼみたいにその問題

に向き合っていたというか、国体の護持というやつでね。で、戦後

はですよ、 1951年 にサンフランシスコ講和条約、日米同盟 。日

米安保が動き始めたのですが、冷戦という時代の半世紀、いわゆる

資本主義陣営 。西側陣営の一翼を占める形で日本は戦後復興と成長

を走ったのです。
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ところが 55体制という言葉があったのを思い出すのですが、冷
戦期の東西の代理戦争のような様相が日本で繰り広げられていたの

です。つまり、資本主義を掲げる自民党と社会主義を掲げる社会党

というのがあってですね、総資本対総労働の時代などと言われた時

代があってですね、常にそこにこびり付いていたのが社会主義とい

う言葉だったのです。資本主義体制の矛盾が深まり、階級矛盾が深

まったら、やがて労働者階級が決起 して社会主義体制に移行 してい

くのが必然だなどという議論をしていたのです。その頃の時代の日

本の経営者は、常に頭の中に社会主義に対する緊張感があったから、

ある面ではそれがですね、戦後日本の経営者および資本主義の経営

の背筋をのばしていた部分があるのです。例えば、松下幸之助の

PHPの思想などを思い出してもらいたいのですが、PHPな どという
と出版社かと思う人もいると思いますが、PEACE&HAPPINESS
THROUGH PROSPERITYな のだけれども、繁栄を通 じた平和と
幸福というのがこの PHPな のですが、松下幸之助が言おうとしてい

ることは、階級対立とか労働対資本などと言っているよりも、まず

はお互いに力を合わせて豊かな繁栄を創って、その先に考えようじゃ

ないかということだった。ある意味では日本において説得力を持っ

たと言えます。それくらい、例えば労働組合のにらみなどが効いて

いたのです。ところが、先ほどの金融資本主義の肥大化がなぜ起こっ

たのかですが、冷戦が終わって、社会主義陣営なるものが、正確に

言うと自壊 していったわけです。資本主義が勝つたなどという人が

いますがそれは誤りです。社会主義は腐敗と非効率によって自ら潰

れていったといっても良いのですが、資本主義が勝つたという認識

の中から、ジワッと動き始めたのが資本主義のおごりと歪みですね。

経営者にとって、ある意味怖いものが無くなってしまったのです。

連合などという組織は、僕は連合の評価委員会をやって来ました



けれど、本当に変わりましたね。組織率 17%を 割つたということで、

働く人間の 83%は 組合なんか入つてはいないという、しかも連合

の主力部隊は自治労なんて言つている。つまり「官」の組合ですね。

基本的には民間の組合ではないのですね。ですから、本当の意味での、

額に汗して働く労働者とかサラリーマンの緊張感を投影しているか

というと、そうでないから悩ましい。そこでですね、つまり頭の上

に張りついている氷のようなものが、社会主義の自壊によつてとけ

ていったことにより、資本主義は変わりはじめた。一番変わつたの

が金融資本主義の肥大化なのです。要するに、人
。モノ 。金 。技術 。

情報がグローバル化という流れのもとに、国境を越えて動き回るの

だという世界観を、冷戦後多くの経営者や人々は持つたと思うので

す。ところがですね、実際に国境を越えて動き回る財は、人はパスポー

トが要ります、モノは生産地証明も要るけれど、金だけは IT革命の

コンピュータの中を駆け巡ることが出来るのですね。ですから、マ

ネーだけは国境を越えてものすごい勢いで肥大化するビジネス
。モ

デルの中に、いまフィンテック (FinTech 注 :ITを 駆使して得るこ

とが出来る果実の総称 )な どという言葉が登場してくるくらい、制御

不能なくらい肥大化してきている。

【実体経済を磨くことについて】

今年のフォーリン・アフエアーズという雑誌の8月号で、そのこ

と(制御不能)をかなり鋭く指摘していて、今日の講演の宿題だと思っ

て、本日資料集を配つている意味でもあるのですが、岩波書店の「世

界」に連載している「能力のレッスン特別編」2016年 11月号

の中で、「2016年米大統領選挙の深層課題」という論稿がありま

す。これを後で真剣に読んでいただければ、ああ、あいつはこれが
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言いたかつたのだなとわかつていただけると思いますが、民主主義

は資本主義を制御できるのかというタイ トルをつけていますけれど

も、このタイ トルの論稿がフォーリン・アフエアーズに載つたのです。

それで、その論点を一部紹介しながら、私なりに解釈 して書いてい

るのがこの論稿なのです。どういうことかというとですね、今回の

ブレグジットも、 トランプ当選も、民主的な手続きを踏んだ決定

だったのです。なにも専制君主が踏み込んでいつた話しではないの

です。デモクラシーという枠組みの中で進んだことなのです。だけ

と、どうも資本主義はマネーゲームの肥大化によつて民主主義では

制御できない段階までに来たのではないかと、ここのところ、世界

の論壇の一つの大きなポイントになり始めています。どういうこと

かというと、我々は今、近現代という世界を生きていますが、近現

代史の二つの両輪みたいなものが、資本主義とデモクラシーなので

すね、つまり、経済の中の資本主義という世界を我々は生きてきたと。

資本主義はある部分では良い部分をいつぱい持つています。だから

こそ我々はその世界にかけて生きてきたとも言える。つまり、競争

を通じて切磋琢磨 し、例えば技術を磨き、契約を守り、ひたすら節

約 し努力するという世界を、本来の資本主義の哲学として持つてい

たのです。ところが一方で、資本主義は危険な面もあります。利益

を極大化していこうと、欲と道連れという部分がついてきます。そ

の欲と道連れの部分を制御するために、政治に於けるデモクラシー

が機能していたとも言えるのです。例えば、大衆が政治に参加する

ことがデモクラシーとするならば、その枠組みの中で労働法などが

決められて、無制限に働くな 8時間労働だなんて。あるいは、貧困

に苦しむ人に福祉というシステムを構想し提供するといつたデモク

ラシーが作動することによって、強欲な資本主義に制動をかけてき

た部分がある。ところが、もはや制御 しきれなくなつたのではない
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か、産業資本主義から金融マネー資本主義の肥大化というのを招い

た。国際金融資本というのは各国の政府に対 して金融を肥大化させ

て行つていますから、その金融の向かう先として限りない成長力の

持続を期待 して圧力をかけます。各国の政府に対して実力以上の財

政出動の圧力をかける、そうすると、先進国の中では (財政が均衡

しているドイツを除き )真つ赤つかの赤字財政ですよね。いわゆる、

自分の収入の倍の生活をしているようなものなのです、日本も現在。

で資料にはアベノミクスの総括という表も載せていますが、とにか

く財政出動によって 1,000兆 円を超える赤字国債を積み上げて
いるということは皆さんもご存 じかと思います。つまり全世界に圧

力をかけているものだから、ギリシャ危機みたいに破綻する国家が

出てきているのです。さらに個人に対しても実力以上の背伸びをし

て、「借金してまでも消費しろ」という方向に圧力をかけているので

す。当然のことながらローンを借りて家を建てようとか、カード作つ

てローンで消費しようとかいう方向にどんどん誘導していきますか

ら、要するに、世界全体が借金地獄のようなメカニズムのような中

に埋まり始めている。企業もそうです。成長圧力の中でどんどんプ

レッシャーがかかるうちに、気がつけばシャープのように過剰設備

のような形で調整がつかなくなってしまった。ですから、何がポイ

ントかというと、マネーゲームの肥大化がもたらした、いわゆる経

済社会の歪みみたいなものが、極端な形で出てきているという事か

ら、資本主義を制御できなくなっているという問題意識なのです。

そこで申し上げておきたいのは、 2017年 の我々のスタンスです
けれども、僕はこのように思います。一言で言うと、「羅針盤無き世

界」に入つてきたなと。つまり、どこかに我々の先行モデルがあって、

それを真似 していれば生きていけるという時代ではなくなってきた

ことは確かです。例えば、アメリカを見上げてですね、アメリカがリー

マン・ショック後の緊急避難的政策として異次元金融緩和をやった

と、日本は政策目的を変えてデフレからの脱却のために異次元金融

緩和に突っ込んで行つた。つねに先行モデルを真似する形で動いて

きているのだけれど、自分の頭で考えなければいけない。つまリア

メリカは参考にはならないよという状況、欧州も崩れ始めましたよ

ね、EU統合という崇高な実験に立ち向かっている空気があったのだ

けれど、来年欧州はス トラグル (注 :struggle=あ がき、闘争 )する

でしょうね。そのような中で、地頭 (注 :その人本来の思考力・判断力 )

で考えなければならない、まあ、テーマは結構見えてきていますよね。

例えば公正な分配とはなんなのかと、日本らしい回答を見つけよう

とか、財政を健全なものにしなければいけないという問題意識とか、

それから、マネーゲームだけでは景気は浮揚しないと。藤井元財務

相がおつしゃっていた実体経済です。技術を磨き、実体経済を磨き

上げないと、景気は本格的に浮揚しないということがはつきり見え

てきました。つまり、そういう事に関して地頭で自分たちの座標軸

を創つていかなければならない。防衛 。安全保障しかりですね。も

うそういう局面が来ていて、参考書も羅針盤もないよということな

のです。自分たちでしっかり描き出していかなければいけないよと

いうことを申し上げて、後は資料と合わせ読んでいただければ、私

が何を言おうとしたのか理解していただけると思います。

資料の裏表紙に、僕の一番最近出した本、「中東エネルギー地政学」

という本を紹介 しています。これは 9月 に東洋経済から出した本な

のですが、なぜ僕がこういう事を言っているのかという謎解きとし

て読んでいただければ、腑に落ちるだろうと思います。つまり、僕

がどういう世界観を身につけるプロセスを歩んだのか、「全体知への

体験的接近」となっていますが、サラリーマンとして中東の情報担
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当をやっていた時代、イラン革命が起こって、イラン・イラク戦争

があって、イスラエルだのイスラムの世界を、なんとかして会社を

つぶしてはいけないという思いで走り回つていた時期があり、その

時の日線と、東海岸に 10年張り付いていた時の変わりはじめた視

点と、その後の日本の選択を横日で見ながら、僕自身の文献研究と

フィールド・ワークの中で創 り上げてきた世界観に触れているとい

うことをお読みになっていただいたら、たぶん今日の僕の話の脈絡

がつながるだろうということで、興味のある方は是非読んでいただ

きたいということを申し上げて、今日の僕の話を終えます。

(文責・細i集部)
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